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Library Information
図書館だより図書館だより

■ 上野図書館　☎ 21-6868
■ いがまち公民館図書室　☎ 45-9122
■ 島ヶ原公民館図書室（島ヶ原会館内）☎ 59-2291
■ 阿山公民館図書室（あやま文化センター内）☎ 43-0154
■ 大山田公民館図書室（大山田教育センター内）☎ 47-1175
■ 青山公民館図書室　☎ 52-1110

★新着図書紹介（上野図書館）

6月の読み聞かせ
開催日 会　場 時　間 催　物　　　　　＊は読み手　

  7 日（火） 島ヶ原公民館図書室 10：00 ～ 30 分程度 絵本の時間「ネェよんで」
11 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
15 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 10：30 ～ 30 分程度 えほんの森　＊おはなしボランティア「よもよも」

15 日（水） 上野図書館 2階視聴覚室 15：00 ～ 30 分程度 えほんの森　＊おはなしボランティア「よもよも」

19 日（日） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

21 日（火） 阿山公民館図書室読み聞かせ室 10：30 ～ 30 分程度 読み聞かせ会　＊読み聞かせボランティア「はあと＆はあと」

22 日（水） 青山公民館図書室絵本のコーナー 10：30 ～ 30 分程度 大きな絵本の読み聞かせ会
25 日（土） 上野図書館 2階視聴覚室 14：00 ～ 30 分程度 おはなしの会
　★絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします

■絵　本
『ほんとのおおきさ・

なかよし動物園』
小宮　輝之／監修

　ウサギ、ポニー、アルパ
カなど、動物園でさわるこ
とのできる動物が、実物大
の写真で紹介されています。
毛の質感や顔の大きさなど
がよくわかるほか、実際に
動物と接するときの参考に
なる情報も記されています。

■一般書　
『東海の天職一芸③』

オカダ　ミノル／文
茶畑 　和也／イラスト

　それぞれの天職を見つ
け、その道で生きている東
海地方の人々を紹介するシ
リーズ本の第３弾。
市内からも 4 組の
職人の生きざまが、
イラストと共に紹
介されています。

■一般書　
『しばいぬ　世界一かわいい

ニッポンの犬』
岩合　光昭／写真

　飼い犬として人気の高い
柴犬は、国の天然記念物に
指定された、日本を代表す
る犬種です。日本の美しい
風景の中に溶け込む柴犬の
姿が満載で、見ているだけ
で心が和む写真集です。

■児童書
『もったいないばあさん

もりへいく』
真珠　まりこ／作・絵

　お花がいっぱいの野原に
出かけて、野遊びをしよ
う！野の花で作る髪かざり
や指輪、ささぶねの作り方、
四つ葉のクローバー探しな
　　　どを、もったいない
　　　ばあさんが教えてく
　　　れます。
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▲敢国神社（一之宮）
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